
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

森合遊月（モリアイ・ユヅキ）

ノイマン
ウロボロス

モルフェウス

UGNエージェントC

憤怒

犯罪者の子

殺戮

連続殺人鬼

35

腐れ縁

1
1
5
1

0
0
1
0

0
0
0
0

1
1
6
1

28
8
8
13
26

4 1
1 4

犯罪学 UGN2 1

十の戒め 　　 0

0 0

白スーツの男
伊庭宗一

執着
傾倒

恥辱
侮蔑

10

ワーディング

リザレクト

C：ウロボロス

混色の氾濫

無形の影

マルチウェポン

ヴァリアブルウェポン

ディメンジョンゲート

テクスチャーチェンジ

★

0

3

1

1

4

1

★

★

-

1d10

2

2

4

4

3

オート

気絶時

視界

-

シーン

自身

自動

自動

-

↓100

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

「世界を手繰り、心を弄ぶ、生命の演出者……ブルーメンブラッドとは、私のことです」

　全国を旅しながら素晴らしい手品を披露する、巷で有名な流れの奇術師『クリスティ』。しかしその正体は、明治時代から続く血塗られた犯罪家系、森合家の
四代目なのだ！　彼らの使命は歴史の闇に生き、法の手によって裁かれ得ない悪人を芸術的なトリックを使って殺害すること。その末裔として、彼女は今まで三
人を手にかけてきた。被害者の遺体に必ず花を一輪添えることから、連続殺人鬼『血咲かす庭師（ブルーメンブラッド）』と呼ばれ恐れられている。人間には不
可能な犯行をあらゆる手段で可能にする、まさに犯罪のスペシャリストなのである。
　が、人間には不可能なことを不可能なままやってのける存在が現れてしまったことで話は変わってきた。

「ワイヤーも、鏡も、密室も毒薬も時刻表も……成立しない。馬鹿げていますわ、こんな世界」

　知っての通り、オーヴァードの存在を前提とするとトリックなどあってないようなものだ。バロールやエグザイルは密室を自由に出入りできるし、エンジェル
ハイロゥは自分の姿を完全に隠せる。凶器の処理、アリバイ作り、逃走経路の確保、全ての問題を容易に解決できる。そもそも全てのオーヴァードがワーディン
グを使える時点で、どんな状況でも人を殺せるのだ。結果としてオーヴァードによる文字通りの“不可能犯罪”が頻発することになり、芸術的殺人鬼の株は完全に
奪われた。
　彼女がオーヴァードの存在に気が付き、覚醒したのは四件目の犯行において。完璧なトリックを使ってとある白いスーツの男を殺害することに成功した彼女が
意気揚々と花を添えようとしたところ、心臓を貫かれたにも関わらず生きていた男に逆襲されてしまう。そこでUGNに救出され、諸々の事情を知り驚愕。不可能
な犯行が可能になった挙句、探偵側もよく分からない力を使って真相にたどり着くようになったため、森合家の悲願であった「腕のいい探偵に推理でトリックを
暴かれ、そのまま滝に突っ込んだりする」ことも果たせなくなったと理解した怒りでオーヴァードに覚醒してしまった。
　覚醒後は、レネゲイドの力を利用した『誇りのない』犯罪者を止めるためにUGNに協力することになる。紛れもない危険人物なのだが、これで日常を大事には
しているし、第一うっかりジャームにでもなられて犯罪にオーヴァードの力を使うことを躊躇わなくなったらそれこそ大惨事なので、監視も兼ねる意味で容認さ
れている。現在は犯行を一時中断して、因縁の白スーツを美しく殺す方法を考えているそう。
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